
   

６／７ 校長講話 

 

土曜日に実施した運動会 

精一杯競技や表現に臨む姿が見られました。 

胸を張って自分自身をほめてください。 

校長室前に運動会の写真を掲載しますので見てください。 

 

さて、話は変わりますが、「ちむぐりさ」という言葉があります。 

沖縄の島言葉で「他人の苦しみや哀しみに触れたときに、自分も同じようにその苦しみなどを感

じる」という意味です。この言葉は、孤立している人、苦しんでいる人の気持ちに共感して寄り添

う存在の心を表しています。とても素敵な言葉です。 

先日、朝校門で子供たちを出迎えていた時のことです。一人の児童が校門の前で立っていました。

送ってくださった保護者の方と別れて哀しい思いをしていたのです。すると、同じクラスの子供が

通りかかり「どうしたの？哀しいの。」と心配そうな顔で尋ねました。そして、しばらくの間その

場で手を握りたたずんでいました。その後、同じクラスの子が「大丈夫だよ。」と言って校門をく

ぐりました。とても心が温かくなりました。 

相手を思う気持ちが伝わったとき、人は一歩踏み切る勇気が湧いてきます。 

人の心を癒す尊い贈り物は、「温かな思いやりの心と真心のこもった言葉」だと実感しました。 

「自分を大切にする 他の人も大切にする」 

この言葉は、初めて皆さんと出会ったときに伝えたことです。 

  

 今月は、ふれあい月間です。 

 生活アンケートをとります。困っていることなどがあったら書いてください。 

 私を含めて先生方は、解決できるように努めます。 

 

 さあ、心新たに一週間のスタートをきりましょう。 


